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第２回定例岡山県教育委員会議事録

１ 日 時 平成３１年４月１９日（金）

開会１３時３０分 閉会１４時２５分

２ 場 所 教育委員室

３ 出 席 者 教育長 鍵本 芳明

委員（教育長職務代理者） 田野 美佐

委員 梶谷 俊介

委員 上地 玲子

教育次長 村木 智幸

教育次長 髙見 英樹

教育政策課 課長 中本 正行

副課長 細川 誠

総括主幹 間野 良一

高校教育課 課長 藤岡 隆幸

義務教育課 課長 川上 慎治

４ 傍聴の状況 １名

５ 報告事項

（１）平成３０年度文部科学省「英語教育実施状況調査」の結果について

（２）平成３１年度全国及び岡山県学力・学習状況調査の実施について



- 2 -

６ 議事の大要

開会

非公開案件の採決

（教育長）

本日の議題の審議に入る前に、議題の公開の可否について決定したい。

委員から、議題を非公開とする発議はないか。

（委員全員）

（特になし）

（教育長）

特にないようなので、直ちに審議に入る。

報告事項（１）平成３０年度文部科学省「英語教育実施状況調査」の結果について

・高校教育課長・義務教育課長から資料により一括説明

（委員）

英語担当教員の英語力が向上していることは良いことだが、中学校の英検３級以

上相当と思われる生徒の割合が下がっていることは残念である。その要因はどう考

えているのか。

（義務教育課長）

２点要因があると考えている。１点目は、英検３級相当と測れる試験の受験率が

上昇していないことである。今後は、英検やＧＴＥＣ等の受験率を上げる努力を行

ってまいりたい。２点目は、「英検３級以上相当と思われる生徒」の測り方につい

てだが、基準がまちまちになっているため、その割合が年度によってばらついてい

ることである。１点目と同様になるが、生徒の英語力をきちんと測るためにも、外

部試験受験の取組を進めてまいりたい。その取組により教員の授業改善にも繋がる

と考えている。

（委員）

外部試験の受検料はどの程度なのか。

（義務教育課長）

平成３０年度では、英検３級は３，５００～４，０００円程度、ＧＴＥＣは５，

０００円程度である。

（委員）

義務教育において、受検料が必要となる外部試験を導入するのが良いのか。学力

調査も県独自に行っていることを考えると県教育委員会として外部試験に見合う内

容の試験を作成し生徒の英語力を把握するという考え方もあるのではないか。外部

試験でなくては英語力を測ることができないものなのか。

（義務教育課長）

受検料負担については、モデル事業として外部試験の支援を行っており、平成３

１年度においては１８市町村・２２校を対象としている。各市町村教育委員会にお

いても年々支援の機運が高まっており、既に９市町においては、全額・半額補助等

の違いはあるが、行政の支援が進んできている状況である。
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英語力の測り方については、外部試験を受けていない生徒でも、教員の判断で「英

検３級以上相当と思われる」としているところではあるが、その判断にばらつきが

あり、正確な英語力の把握が難しい。外部試験でないと英語力を測ることができな

いというわけではないが、利用することで、正確な英語力の把握及び教員の授業改

善につながると考えている。

（教育次長）

聞く・話す・読む・書くの４技能を学ぶ上で、教員の判断だけではなく、客観的

な評価によって現在の英語力を測ることも必要であり、その結果を次の指導に活か

していくことが大切だと考えている。

（委員）

外部の評価も必要だと思うが、生徒の評価体系を外部機関に全て任せてしまって

よいのか。県教委としても、社会に必要な英語力とは何かを議論しながら、評価体

系を持つことが必要ではないのか。

（教育長）

通常の授業の中で４技能を身につけるため、身についたかどうかの判断も授業の

中でしなくてはならない。その基準は学校が持つべきであり、学校によって異なる

ことは適当でないし、現在の基準が曖昧である場合は、揃えていかなければならな

い。

また、外部試験を受けることのメリットもある。Speaking については、生徒も経

験が少なく、教員にとっても生徒が受験する姿を見て、自身の授業に活かすことが

できる。この両方の面から考えていかなければならない。

（委員）

９市町では、支援が行われているとのことだが、多くの学校では、受験する・し

ないは生徒任せになっていると思う。英検等を受ける目的や意味をしっかり生徒に

伝えられていない学校もあるのではないか。

（義務教育課長）

市町村教育委員会を通じて目的等を伝えてまいりたい。

（委員）

高校生の留学や姉妹校交流など海外の高校生との交流を促進するとあるが、具体

的にはどのように促進を図るのか。

（高校教育課長）

現在１６校が海外の学校と姉妹校提携を締結しており、お互いに修学旅行や長期

・短期留学の受け入れを行い交流している。また、まだ十分ではないが、インター

ネット上での交流の場を設けて、生徒の意欲向上を図ってまいりたい。

（委員）

高校生の留学についてだが、希望する生徒は、家庭の経済状況に関わらず行くこ

とできるのか。推進するのであれば、家庭の状況に関わらず意欲ある生徒が留学で

きる仕組みが必要だと思う。

（高校教育課長）

県として留学経費の支援は行っているが一部であるため、留学する生徒の家庭に

は一定の経済的負担が生じてしまう。

（教育長）

高い目的意識・意欲がある生徒については、国の奨学金制度等を活用することで
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負担を軽減することができる。留学を希望する生徒へ高校生留学フェア等を通じて、

奨学金等の情報発信を行ってまいりたい。

（委員全員）

了 承

報告事項（２）平成３１年度全国及び岡山県学力・学習状況調査の実施について

・義務教育課長から資料により一括説明

（委員）

中学校の英語実施に伴ってトラブル等は発生しなかったか。

（義務教育課長）

我々も心配していたが、トラブルの報告は入っていない。

（委員全員）

了 承

閉会


